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地域包括支援センターです
■問合せ　 地域包括支援セン タ ー（ 保健福祉課内） ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 9

　 　 　 　 　 社会福祉協議会地域包括支援セン タ ー（ 今庄福祉センタ ー 2 階） ☎ 0 7 7 8 －4 5 －1 1 7 0

　 　 　 　 　 　 　  　 　 〃　 　 　 　 　 　   河野支所（ 河野保健福祉センタ ー１ 階） ☎ 0 7 7 8 －4 8 －2 2 6 0

カ ラ ダ、 動かし ていますか？～健康体操教室のご案内～

こんにちは

　 健康体操教室では、 健康でいき いき と し た生活を 送る ため、 体力づく り や筋力向上を 目的と し た運動を 行っ

ていま す。 体力に不安がある 方でも 安心し て参加でき る 内容です。 一緒に楽し く 体を 動かし てみま せんか？

ご参加を お待ちし ています。

対象者  概ね 6 5 歳以上の方

講　 師  健康運動指導士　 髙橋有希子 先生

参加費  無料（ 申込不要）です。 直接会場へお越し く ださ い。

持ち物  水分補給のための飲み物、 汗拭き タ オルなど

 ※し おさ い体操は内履き を ご持参く ださ い。

◀ 南条健康

　 体操の様子

教室名 会　 場 開催日（ 町民カ レンダーに記載）

南条健康体操 南条地区公民館 毎月 2 回金曜日　 1 4 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0

タ ッ ピー体操ク ラ ブ 今庄住民センタ ー 毎月 1 回金曜日　 1 4 ： 0 0 ～ 1 5 ： 0 0

し おさ い体操 糠公民館 毎月 1 回金曜日　 1 0 ： 0 0 ～ 1 1 ： 0 0

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 よ う やく 春になり まし

たね！南越前町は冬の寒さ が厳し い分、 暖かく なる と 本当に嬉し いで

す。 大阪や東京にいたこ ろ は春が来ても「 暖かく なっ たな～」く ら いに

し か思っ ていなかっ たので、 四季の変化を はっ き り と 感じ ら れる こ と

があり がたいなと 日々感じ ており ます。

　 私は先日「 福井県地域おこ し シン ポジウム」で、 令和６ 年度の活動成

果を 発表し てき まし た。 こ のシン ポジウムは県内の地域づく り に関わ

る 方々が集まり 、 基調講演やパネルディ スカ ッ ショ ン、 成果の報告を

行う も のです。

　 成果報告会では、 私を 含め 6 名の地域おこ し 協力隊が活動の成果を

発表し まし た。 勝山高校で探究の授業を 担当し ていた方や、 越前海岸

でオリ ーブの栽培に取り 組んでいる方、 大野市の七間通り で印刷所を 運営し ている 方、

おおい町の魅力発信に取り 組んでいる方、 六呂師高原の星空観光に取り 組んでいる方、

それぞれ多様な領域で楽し そう に活躍さ れていて、

聞いているだけワク ワク する発表でし た！

　 私も 林業体験や体験プラ ンの作成、 移住フ ェ アへの出展、 テレ ビ出演、 イ

ンスタ グラ ムでの発信など取り 組んだ活動を 発表さ せていただき まし た。 発

表後、 たく さ んの方から「 よ かっ たよ！」「 楽し そう やね！」と 声を かけてい

ただき 、 拙いながら も 自身の活動についてお伝えするこ と ができ たと 感じ て

います。 なにより 、今回の発表を 準備するにあたっ て活動を 振り 返っ たと き 、

南越前町の皆さ まに助けていただき ながら 、 さ まざまな経験ができ たこ と を

改めて実感し 、 感謝の気持ちでいっ ぱいになり まし た。

　 こ の調子であと 2 年頑張っ ていき ますので、 引き 続き 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

※講師や会場、 日時は変更と なる場合があり ます。
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地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにちは！地域おこ し 協力隊の古田です。 春は足早に過ぎ去っ て、

梅雨の近づきを感じ る日々ですが、皆さ まお元気でお過ごし でし ょ う か。

　 先日、 ４ 月号でお話し し ていたキャ リ アコ ンサルタ ント 試験の結果

が発表さ れまし た。 結果は無事に合格！晴れてキャ リ アコ ンサルタ ン

ト を名乗るこ と ができるよう になり まし た。

　 と はいえ、 キャ リ アコ ンサルタ ント と いう 名前だけ聞いても 、 正直

よく わから ないですよね。 一言で言う と 、 こ の資格は「 人の職業人生に

おける悩みの解決を支援する専門家」であるこ と を証明する資格です。

　 働く 人の支援と 言う と「 いい仕事紹介し てく れるん？」と 言われるこ

と も 多いのですが、 求人を紹介をするわけではないんです。 お話を伺

う こ と を通じ て、 相談する方が自身の思いに気づき 、 より 良い選択が

出来るよう に支援するのが役割です。

　 でも 、 話聞く だけなんて意味あるんか？っ て思いますよ ね（ 私も 思っ ていまし た）。

ですが、 仕事っ て、 希望の職にすぐ 就けると は限り ません。 待遇や業務内容だけでは

なく 、 家庭や体調、 場所など、 いろいろな条件が関わっ てきます。 なので、 いい仕事っ

て人それぞれ違う も のなんです。

　 そう いっ た条件や要素が絡み合う と 不安が生まれます（ し んどいですよね）。 そう いっ た不安を、 お話を 伺い

ながら 解き ほぐ し ていき、 時には労働や心理の専門知識に基づいたアド バイ スをさ せていただき、 相談者にと っ

てベスト な選択ができるよう サポート するのがキャ リ アコ ンサルタ ント です。

　 こ の資格を活かし て、 移住を 希望さ れている方に対する支援はも ちろ ん、 町民のみなさ まから のご相談を 受

けら れるよう な企画も 作っ ていけたら いいな、 と 考えており ます。 初めての就活で

不安、 やる気が出ず仕事に身が入ら ない、 転職を 考えている、 定年後の仕事と こ れ

から の人生設計など、 さ まざまな年代の方々のご相談に乗れたら と 思っ ています。

　 また、 企画ができ たら 、 広報紙やホームページなどから お知ら せし ていこ う と 思

います！引き続き応援よろし く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 77 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

地域包括支援センタ ーです
■問合せ　 地域包括支援センタ ー（ 保健福祉課内） ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 9

　 　 　 　 　 社会福祉協議会地域包括支援センタ ー（ 今庄福祉セン タ ー 2 階） ☎ 0 7 7 8 －4 5 －1 1 7 0

　 　 　 　 　 　 　  　 　 〃　  　 　 　 　 　  河野支所（ 河野保健福祉センタ ー１ 階） ☎ 0 7 7 8 －4 8 －2 2 6 0

こんにちは

１ 　 脳元気お助け隊講習会（ 介護予防・ フ レ イ ル予防サポータ ー養成講座）

　 脳元気お助け隊（ 介護予防サポータ ー）は、 認知症予防・ 介護予防・ 健康づく り を学び、 家庭や地域で自主的

に介護予防活動を実践するボラ ンティ アです。 また、 過去に講習会を 受講し た方で、 フ レ イ ル予防サポータ ー

養成講座を未受講の場合は、 第２ ・ ３ 回のみの受講が可能です。

対　 象  7 4 歳以下の町民の方

場　 所  南条保健福祉センタ ー

講　 師   医師、 理学療法士、 作業療法士、 管理栄養士、 歯科衛生士、

 フ レイ ル予防ト レーナー　 など

申込み   ６ 月 1 3 日（ 金）までに、 地域包括支援センタ ー

 （ ☎ 0 7 78 －4 7 －8 0 0 9 ）までお申し 込みく ださ い。

開催日程  ＜注意＞日程や会場が変更と なる場合があり ます。

自らが認知症予防、そして地域に貢献できる介護予防サポーター

サポーター養成講座 参加者大募集！令和
７年度

≪セルフ チェ ッ ク ≫

 家族や周囲の人から「 何度も 同じ こ と を聞く 」などと 指摘さ れる

  置き忘れやし まい忘れが多く なり 、 よく 探し 物をし ている

  歩き慣れた道なのにどこ にいるか分から なく なっ てし まう こ と がある

  今日が何月何日か分から なく なるこ と がよく ある

あてはまる項目があれば認知機能の低下のサイ ンかも し れません。

➡「 かかり つけ医」または地域包括支援センタ ーまでご相談く ださ い。

「 脳の健康度測定」を 実施し ます！
　 高齢社会の日本では、 認知症は誰がなっ ても おかし く ない身近な病気です。 認知症の予防には、 まず

は自分の脳の状態を 知るこ と が大切です。 自分の脳に関心を 持つ機会と し て、 今年も「 脳の健康度測定」

を 3 地区にて実施し ます。 最近物忘れが気になるな…と いう 方、 まだまだ私は大丈夫！と いう 方、 ぜひ

自分の脳の健康度をチェ ッ ク し てみまし ょ う 。

対　 象  令和 7 年４ 月１ 日現在で要支援・ 要介護認定を受けていない 6 5 歳から 7 4 歳までの方

 （ 対象者の方には郵送にてご案内し ていますので詳細はお手元のチラ シをご確認く ださ い）

会　 場  「 会場集合型」と「 自己測定型」が選べます。

申込期間  ５ 月 2 6 日（ 月）～６ 月６ 日（ 金）

申込先  地域包括支援センタ ー（ ☎ 0 7 78 －4 7 －8 0 0 9 ）

活 動 内 容

● 介護予防教室等への参加やお手伝い

● 周囲の方々への介護予防に関する知識

 　 の普及　 など

回 日　 　 時 内　 　 容

1
8 月1 2 日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 00

お　 話： 認知症サポータ ーと は

寸　 劇： 見てみよう ！やっ てみよう ！認知症の方への接し 方

回 日　 　 時 内　 　 容

1
7月1日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 45

お　 話： 認知症と 予防を知ろう ！

実　 技： 身長・ 血圧の測り 方、 脳元気体操☆ロコ ト レ・ コ グニ　 など

2
7 月8 日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 45

【 フ レイ ル予防サポータ ー養成講座①】

お話と 体験：「 フ レイ ル ( 虚弱 ) 予防」 について

3
7 月1 5 日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 4 5

【 フ レイ ル予防サポータ ー養成講座②】

お話と 実技： フ レイ ルチェ ッ ク 、 サポータ ー活動

4
7 月2 3 日（ 水）

1 3： 3 0 ～1 5： 4 5

お　 話： 脳元気！から だ元気！のための食習慣

　 　 　 　 お口の健康から 目指そう 健康長寿

5
7 月2 9 日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 4 5

お　 話： ボラ ンティ アについて学ぼう ！

体験談： 介護予防サポータ ーの活動を通じ て

実　 技： 脳元気体操☆回想で脳を活性化、 レク リ エーショ ンをやっ てみよう ！

6
8 月5 日（ 火）

1 3： 3 0 ～1 5： 4 5

実　 技： 脳元気体操☆有酸素運動、 ロコ ト レ・ コ グニ　 など

実　 践： 習っ たこ と をやっ てみよう 、 今後に向けて

２ 　 認知症サポータ ー養成講座

対　 象  1 8 歳以上の町民の方 場　 所  南条保健福祉センタ ー

講　 師   認知症キャ ラ バンメ イ ト

申込み   ８ 月１ 日（ 金）までに、 地域包括支援センタ ー（ ☎ 0 7 7 8 －4 7 －80 0 9 ）までお申し 込みく ださ い。

開催日程  ＜注意＞日程や会場が変更と なる場合があり ます。

ガムシ

イ モリ

梅雨が近づき 様々な

生き物が見ら れますね
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地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 いよいよ 、 暑く なっ て

き て夏の到来を 間近に感じ る 日々ですが、 皆さ まお元気でお過ごし で

し ょ う か？

　 私は先日、 大阪で開催さ れた移住フェ アに出展し てきまし た。 昨年は、

南越前町と し て久々の出展と いう こ と で、 手探り で準備を 進めていまし

たが、 おかげさ まで活動を通じ て人脈も 広がっ ており 、 昨年以上に様々

な魅力や話題を持っ て、 移住フ ェ アに臨むこ と ができまし た。

　 さ ら に、 今年は東京・ 有楽町にある 全国の自治体の移住情報が集ま

る「 ふる さ と 回帰支援セン タ ー」にて南越前町単独のイ ベン ト も 実施す

る予定です。

　 それに先立ち 、 先日、 ふる さ と 回帰支援セン タ ーの福井県担当の方

に東京から お越し いただき、 私が町内を ご案内し まし た。「 詳し く ご案内いただけて、

と ても 良い印象を 持ち まし た」「 歴史ある 街並みに日常の生活が溶け込んでいて、 いいと こ ろ ですね」「 東京で

の相談業務に役立つ情報がたく さ んあり まし た」と のコ メ ント を いただき 、 少し ずつ南越前町の魅力が広がっ て

いると 感じ ています。 引き 続き 、関係者の皆さ まの力を お借り し ながら 南越前町の魅力発信を 進めていき ます！

　 そし て、 も っ と 大事なこ と があると 思っ ています。 それは、 今、 こ の町で暮ら し てい

る皆さ まが、 南越前町での暮ら し に誇り を 持てるよう な活動を 続けていく こ と です。

　 私自身、 南越前町で暮ら し てみて改めて思いますが、「 山にも 海にも すぐ 行けて、 全

国有数のハス公園が身近にある」「 4 0 0 年以上の歴史を 持つ宿場や有形文化財のト ンネ

ルが生活道になっ ている」「 農林水産業が身近にあり 、暮ら し を 自ら 作っ ていける」など、

普段生活し ていれば「 当たり 前」と 思う こ と が、 町外の人々から すると 普通ではなく 、 め

ちゃ く ちゃ 贅沢な環境だと 感じ ています。

　 そんな環境の中で、 暮ら すこと の素晴らし さ を広く 伝え、 それに共感し てく ださ る方々が町を訪れること で、 こ の

町の皆さ んが楽し く 暮らし ている輪に触れて、楽し さ の輪が広がっていく 。そんな活動をし ていきたいと 思っています。

　 引き 続き 、 頑張っ ていき ますので、 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

鉢伏山にも 登っ てきまし た

B O O K
F E S T A

2025.6.28（土）
10︓00〜16︓00

１日限定出張販売
南越前町に本屋さんがやってくる

オススメ本が大集合
文芸書・実用書・児童書・コミックetc

会場︓道の駅「南えちぜん山海里」 １階 研修室

〒919-0203
福井県南条郡南越前町牧谷39-2-2
TEL.0778-47-3690/FAX.0778-47-3692
https://kineno-nanjo.com
北陸道南条SA上り線に隣接

▲こ ち ら は有料広告欄です

《 作り 方》

❶ ピ ーマ ン は縦半分に 切っ て ヘ タ と 種を 取り 、斜め

千切り に する 。

❷ 鍋 ま た は フ ラ イ パ ン に サ ラ ダ 油 を 中 火 で 熱し 、

ピ ーマ ン を 炒め、A を 加え て 火を 通す。

❸ ち り め ん じ ゃ こ と B を 加え 、手 早く 炒め 上げ る 。

味を みて 塩で 調味し 、最後に 白い り ご ま を ふる 。

レ シピ 紹介

ピーマンのじ ゃ こ 入り き んぴら
《 材料（ ２ 人分）》

▪ ピーマン………… 4 個

▪ ちり めんじ ゃ こ … 8 ｇ

▪ サラ ダ油…… 大さ じ 1

▪ 塩………………… 少量

▪ 白いり ごま… 大さ じ 1

▪ 酒…………… 大さ じ 1

▪ 水…………… 大さ じ 1

▪ し ょ う ゆ…… 小さ じ 1

▪ みり ん……… 小さ じ 1

食改さ んの

A

B

ちりめんじゃこには味
がついているため、少
量の調味料で美味しく
召し上がれます。

食改さ んの活動  生涯骨太クッ キングの様子

河野観光協会にて

https://kineno-nanjo.com
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地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 いよ いよ 夏本番‼ 暑い

日々が続いており ますが、 皆さ まお元気でお過ごし でし ょ う か？

　 先月号では６ 月８ 日（ 日）に大阪で開催さ れた移住フェ アに出展し てきた

お話をし まし たが、 今月は、 その内容についてお伝えし たいと 思います。

　 今回のフ ェ アではいつにも 増し て 、 熱心な方々が多く 来場さ れ、 説

明にも 熱が入り まし た。 し かし 、 話を し ていても 、 最初は「 南越前町っ

てど こ ？」と 言われる こ と がほと んど でし た。「 敦賀の上です」と 説明

すると「 あ〜通っ たこ と あるかも ！」と 言われるよう な状況です。

　 ただ、「 山・ 海・ 里があっ て自分の生活スタ イ ルに合っ た場所を 選

べる 」「 仕事も 第一次産業を 中心に都市部にはない仕事がたく さ んあ

る 」「 高速道路や鉄道が通っ ていて大阪から のアク セスも いい」と いっ

た話を すると 、「 おも し ろ そう なと こ ろ ですね」「 そんなと こ ろ があるなんて知ら なかっ

た」「 今度、 福井に行く 時寄っ てみます」と いう お声を いただく こ と ができ まし た。

　 町外の方々と 話を し ていて思う のですが、 南越前町のこ と が全然知ら れてないんで

すよ ね。 一方で、 知れば興味を 持つ人は必ずいる と いう 手応えを、 今回感じ る こ と が

でき まし た。 引き 続き 、 イ ベン ト などに積極的に参加し 、 よ り 多く の方々に南越前町

の魅力を 伝え、 フ ァ ンを 増やし ていき たいと 思っ ています。

　 今回の移住フ ェ アでは、 関西の方に向けて南越前町の暮ら し や風景・ 文化について、

たく さ んお話さ せていただき まし た。 初めは南越前町を 知ら なかっ た方々が話を 聞く

中で「 面白そう ！」と 感じ てく ださ る、 そんな実体験を 通じ て、 私自身も 改めてこ の町の魅力を 実感し ま し た。

そし て、 その魅力の源泉は、 日々、 地に足を つけて暮ら し ていら っ し ゃ る 皆さ まだと 思っ ています。 私にも そ

の一部を お裾分けし ていただいているよう な気持ちになり 、 本当に感謝の気持ちでいっ ぱいです。

　 今後も 、生活を 通し て感じ たリ アルな南越前町の魅力を 発信し ていき ます。「 南越前町、なんかええな」そう 思っ

てく れる人が一人でも 増えるよう に頑張っ ていき ますので、 引き 続き 、 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

■問合せ　 南越前町農業委員会事務局（ 農林水産課内）　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 1

地震に便乗した詐欺にご注意く ださい！
　 石川県能登半島地震や宮崎県日向灘地震など全国いたる所で地震災害が発生し ています。

　 こ れに関連し て、「 義援金を ク レ ジッ ト カ ード 決済で募集する 」 と いっ た不審なメ ールが確認さ れています。

　 地震発生後は、 被災地域にかかわら ず、 地震に便乗し た詐欺ト ラ ブ ルや悪質商法が多数発生し ます。 災害に

便乗し た不審なメ ールや電話等に十分注意し てく ださ い。

【 事例内容】「 地震災害義援金を ク レ ジッ ト カ ード 決済によ る オン ラ イ ン で募集する 」 と のメ ールがパソ コ ン に

届いた。 寄付先と し てネッ ト バンク の口座が書かれており 、 口座名義が個人名であっ た。

ト ラ ブルに遭わないために

▪ 不審なメ ールは無視し てく ださ い。 また電話がかかっ てき ても すぐ に切り 、 来訪の申し 出があっ ても はっ き

り 断り まし ょ う 。 万が一、 金銭を 要求さ れても 、 決し て支払わないよう にし てく ださ い。

▪ 公的機関が、 個別にメ ールや電話等で義援金や寄付を 求める こ と はあり ません。 公的機関を 名乗っ て連絡が

来た場合でも 決し て支払わないでく ださ い。 また、 寄付を する 際は、 募っ ている 団体等の活動状況や使途を

よく 確認し 、 納得し た上で寄付し まし ょ う 。

お困り の際は、 福井県消費生活センタ ーまたは総務課までご連絡く ださ い。

■問合せ　 福井県消費生活センタ ー　 ℡ 0 7 7 6 － 2 2 － 1 1 0 2 　 　

　 　 　 　 　 総務課防災安全室　 　 　 　 ☎ 0 7 7 8 － 4 7 － 8 0 0 0 （ 消費者ホッ ト ラ イ ン）

私たちの生活にひそむ身近な消費者ト ラ ブルや製品情報について、

定期的に発信し ていき ます。
消費者通信

第3 8 号第3 8 号

大阪での移住フ ェ アの様子



11 2 0 2 5 年 9 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 まだまだ暑さ が続いて

おり ますが、 少し ずつ秋の気配を 感じ る 日々、 皆さ まお元気でお過ご

し でし ょ う か？

　 私の方は今年度企画し ていた自立式の宣伝用ポスタ ーが最近完成し

まし た。 南条・ 今庄・ 河野それぞれの地区の名所・ 名産が一目でわか

る よ う な構成にし て、 移住フ ェ アや出向宣伝先で南越前町の魅力を 写

真を 交えてより わかり やすく 説明するこ と が出来るよう になり まし た。

　 先日７ 月 1 2 、 1 3 日の関西万博への出向宣伝にも 持っ て行っ ていた

だき 、 大活躍だっ たと のこ と で、 作っ た甲斐があっ たなと 感じ ていま

す。 普段は役場本庁２ 階、 階段を 上っ た正面に設置し ていま すので 、

ご来庁さ れた際にはぜひ見てみてく ださ い！

　 また、 夏場はイ ベン ト シーズン と いう こ と も あり 、

河野夏まつり の準備にも 参加し まし た。 のぼり 旗や看

板を 立てたり 、 駐車場の白線を 引いたり する裏方の仕

事ですが、 観光まちづく り 課の職員の皆さ んと 一緒に

暑い中、 ほぼ１ 週間かかり き り で準備を し まし た。

　 こ れまでは、 花火大会に参加するだけでし たが、 こ

れだけ多く の人が準備に動いて、 片付けを し て…と い

う 現場を 体感し 、 たく さ んの方々の頑張り によ っ て、 イ ベン ト ひいては町全体

が運営さ れているこ と を 実感し まし た。

　 き れいな花火の裏で静かに汗を 流し ている方々を 見て 、「 まちづく り 」と はこ

う いう こ と なんだと 感じ まし た。 私自身も その力の一部になれるよう 、そし て、

そんな町の魅力を 一人でも 多く の人に届けら れるよう に引き 続き 頑張っ ていき

ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

こ んなポスタ ーができまし た！
万博でも 活躍し まし た！

夏まつり 準備の様子

　 町では、 下水処理によっ て発生する汚泥から 、 農作物などの生育に必要な有機肥料と し て活用いただけるよう 、

コ ンポスト 肥料（ 名称： 今庄エコ ロン） を 生産し ています。

　 肥料の品質の確保等に関する法律第7 条の規定に基づき 普通肥料と し ての大臣登録（ 生第8 2 5 4 0 号） を 取得

し ています。

申込先

　 今庄中部処理施設管理室（ 南越前町湯尾第 1 7 号 2 0 番地）

　 ℡ 0 7 7 8 －4 5 －2 2 3 4（ 管理会社携帯番号　 0 9 0 －7 0 2 4 －6 3 7 1 ）

　 上記の電話がつながら ない場合（ 建設整備課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 3 ）

受け取り の期間およ び時間

　 月～金曜日の午前９ 時～午後４ 時　 ※土・ 日・ 祝日・ お盆・ 年末年始を 除く

協力金

　 １ 袋 1 5 ㎏入り 　 2 0 0 円

■問合せ　 建設整備課　 ☎0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 3

コ ンポスト 肥料（ 名称： 今庄エコ ロン）のお知ら せ

参考成分分析値（ 令和７ 年２ 月現在）

窒素 5 .9 % 加里 0 .5 % リ ン 酸 5 .6 % C/N 比 5 .6

コンポスト 肥料

（ 造粒）

（ 自己完結リ サイ ク ルを目的と し た環境創り に対する協力）



222 0 2 5 年 1 0 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 よ う やく 涼し さ を 感じ

る 日も 出てき て、 過ごし やすく なっ てき まし たね！皆さ まお元気でお

過ごし でし ょ う か？

　 私の方も 夏が過ぎて、 少し 落ち 着いてき たかなと いう と こ ろ です。

今年の夏は花ハスの収穫手伝いや、 地域体験の案内など 、 怒涛の忙し

さ でし た。 その中で、 移住促進に向けた動き も 着々と 進めています。

　 今年も 林業体験合宿を 1 1 月に企画し ています。 今回は、 昨年の反省を 踏まえ情報発信を 大

幅に強化し て、 より 多く の方々に届けるために様々な工夫を 凝ら し ています。

　 工夫の１ つが移住情報サイ ト「 スマウト 」への記事の掲載

です。 スマウト は 7 万人以上のユーザーが登録する 日本最

大級の地域情報サイ ト 。 こ こ に紹介記事を 掲載し まし た。

　 紹介記事は私が昨年体験し たこ と を も と に、 都市部で生活する 方に林業

の魅力が伝わる よ う 魂を 込めて書き 上げまし た。 また、 森林組合の職員の

方々にご 協力いただき 、 よ り リ ア ルな 空気感を 届けら れる よ う にイ ン タ

ビュ ー記事の掲載も 今後予定し ています。

　 さ ら に、 1 1 月までにオン ラ イ ン イ ベン ト を 実施し ます。 参加検討者に事前に林業のこ と を 知っ ていただき 、

参加する 心理的なハード ルを 下げても ら えたら と の思いで企画し ています。 なお、 スマウト への記事掲載、 オ

ンラ イ ンイ ベント の実施にあたっ ては、 協力隊 O B の中谷さ んにも ご協力を いただいています。

　 そし て、 東京・ 有楽町にある「 ふる さ と 回帰支援センタ ー」でも イ ベン ト を 企画中です。 こ こ は

日本全国の移住に関する 情報が集まる 施設で、 地域の情報を 発信する絶好の場。 こ こ で、 森林組

合の職員の方と 一緒に体験や対話を 通じ て 、 町の暮ら し と 林業を PR するイ ベン ト を 企画し てい

ます。

　 移住や今後のキャ リ アを 考える 方々に対し て、 南越前町の暮ら し 、 仕事のリ アルを 伝え、 納得感を 持っ てこ

の町に来て、 暮ら し を 楽し んで欲し い。 そんな思いでこ の企画を 進めています。

　 一つ一つ、 小さ な活動の積み重ねが、 やがて町の大き な力になる と 信じ ています。 引き 続き 頑張っ ていき ま

すので、 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

インタ ビューの様子
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142 0 2 5 年 1 1 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにちは！地域おこ し 協力隊の古田です。 秋ら し い天気が続き 、 気

持ちの良い日々が続いており ますが、皆さ ま、元気でお過ごし でし ょ う か。

　 私の方は長野県木曽町（ 御嶽山があると こ ろ です）への視察や東京での

イ ベント 主催など、 おかげさ まで盛り だく さ んな日々を 送っ ており ます。

　 木曽町の視察は、 仲倉町長にも 同行いただき 、 移住に関する先進的な

事例を 視察し てき まし た。 木曽町は、 山深い地域で古く から ヒ ノ キやカ

ラ マツ など の木材生産が盛んな地域です。 こ れら の産業を 中心にし たまち づく り を 展開し、 空

き 家の利活用でも 役場と 地域が連携し て取り 組むなど 、 南越前町でも 応用可能な施策のヒ ン ト

がたく さ んあり まし た。

　 東京では、 千代田区有楽町にある ふる さ と 回帰支援セン タ ー・ 東京にて、 南越前町のく ら し

と 林業を PR するイ ベント を 主催し まし た。

　 当日は、 南条郡森林組合の職員の方にも 同行いただ

き、 たく さ んの写真と と もに、 南越前町で暮らし ていて

感じ る心地よさ や驚き、感動を紹介し まし た。 さ らには、

つるし 柿のお土産や町内産の木を使ったコースタ ー作り

など、五感で楽し んでいただけるイベント になり まし た。

　 当日は満員御礼！ 1 0 名の参加者（ 定員 1 0 名）の

皆さ まから も 、「 と ても 楽し く 学びの多いイ ベン ト で

し た」「 自然に近いと こ ろ で暮ら し たい思いを 深めるき っ かけになり まし た」と いっ

た感想を いただき 、 大き な励みになり まし た。

　 今年の 1 1 月 1 5 日（ 土）から 1 7 日（ 月）には、 町内での林業体験イ ベン ト を 企画

し ており 、 こ ち ら にも 興味を 持っ てく ださ る 方々がいら っ し ゃ り と 今後に向けた

手応えも し っ かり と 掴むこ と ができ まし た。 こ のイ ベン ト は、 林業を 体験し ながら 、 南越前町

のく ら し を 知り 、 今後のキャ リ アについて考える き っ かけにも なる 盛り だく さ んなイ ベン ト で

す。 も ち ろ ん、 町民の皆さ まのご参加も 大歓迎です！慣れ親し んだ町のこ と でも 、 新たな切り

口から 町や林業を 知るこ と ができ ますよ！

　 地域おこ し 協力隊になっ て１ 年半。 昨年から 積み上げてき た様々なこ と が、 少し ずつ形になっ

てき ている実感があり ます。 引き 続き 頑張っ ていき ますので、 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

南越前町敬老会 ～いつまでもお元気で～

　 町内各地区で敬老会が開催さ れ、 長年にわたり 社会や地域の発展に尽く さ れた皆さ まの長寿と 健康を祝いまし た。

式典では、 米寿の方と 金婚のご夫婦にお祝い品が贈呈さ れ、 会場から は大きな拍手が送ら れていまし た。

　 また、 アト ラ ク ショ ンでは、 園児による元気な歌と 踊り や、 も のまねショ ーなどが披露さ れ、 特色のあるステー

ジを楽し みながら 、 親し い仲間と の再会や歓談に笑顔があふれていまし た。

河野
地区

９ 月18日（ 木） 河野住民センタ ー 今庄
地区

9月25日（ 木） 今庄住民センタ ー 南条
地区

1 0 月2 日（ 木） 南越前文化会館

みなさ んに楽し んでいただきまし た！

先進的な移住政策を伺っ てきまし た。（ 左から １ 番目）南条郡森林組合の越さ ん
（ 左から ３ 番目）福井県定住相談員の神林さ ん
（ 左から ４ 番目）町観光まちづく り 課 吉江さ ん

林業体験

イ ベント 詳細



特集 人と 人を繋ぐ「 地域の案内人」人と 人を繋ぐ「 地域の案内人」

地域おこ し 協力隊　地域おこ し 協力隊　

古田隊員の取り 組み古田隊員の取り 組み

愛し ます  豊かな自然 海・ 山・ 里

　 つく り ます  すこ やかな心と から だ

　 　 育てます  助け合う 優し い人と まち

　 　 　 伝えます  未来に向けた歴史と 文化 12 月号

令和７ 年/2 0 2 5

N O . 2 5 2



22 0 2 5 年 1 2 月号

人
と
人
を
繋
ぐ
「

地
域
の
案
内
人

地
域
の
案
内
人
」

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

古
田
隊
員
の
取
り
組
み

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
古
田
隊
員
が
着
任
し
、
ま
も
な
く
一
年
半
を
迎
え
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
古
田
隊
員
は
、
県
外
で
開
催
さ
れ
る
移
住
フ
ェ
ア
な
ど
に
積
極
的
に
出
向
き
、

移
住
を
考
え
て
い
る
人
、
地
域
と
ゆ
る
や
か
に
関
わ
り
た
い
人
な
ど
、
相
談
者
の
生
き

方
や
希
望
に
合
わ
せ
て
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
古
田
隊
員
の
活
動
内
容
や
、
感
じ
て
い
る
南
越
前
町
の
魅
力
を

ご
紹
介
し
、
改
め
て
〝
わ
が
町
南
越
前
町
〟
の
誇
れ
る
と
こ
ろ
や
ほ
か
に
な
い
良
さ
を 

お
伝
え
し
ま
す
。

　 まと めたこ と を 広報やホー

ムページ、 イベント に参加し て

発信する。

具体的な内容

■林業体験の実施

■セミ ナーでの登壇　 など

③伝える

　 協力隊任務や日々の生活の

中で様々なこと に気づき、 新た

な発見を得る。

具体的な内容

■林業、 農業などの現場体験

■地域イベント やまつり への参加

など

①実体験を する
　 実体験から 南越前町の魅力

や良さ を中心にまと める。

具体的な内容

■イベント の企画

■記事や原稿の作成　 など

②得られたことを形にする

イベント 参加者や住民の方

からの反応や意見を基に企

画内容を 見直し たり 、 新た

な体験を立案し たり するな

ど、 より 内容を深めていく 。

大阪府出身。 高知県の大学を 卒業後、 東京にて 

建設コ ン サルタ ン ト 企業に就職。 その後、 地元 

大阪に戻り、 家具職人とし て勤務し た後、 縁あって 

南越前町に移住。 ２ 年間、宿泊業や農業に携わった 

後、昨年５ 月に南越前町地域おこ し 協力隊に着任。

最近ハマっ ているこ と は、 スマート フ ォ ンアプリ

を使っ た語学学習（ 英語）です。

Ｐ Ｒ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ 古田　 崚
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―
最
初
に
、
南
越
前
町
に
移
住
し
よ
う
と
思
っ
た
決
め

手
を
教
え
て
下
さ
い
。―

　
大
学
を
卒
業
し
て
東
京
で
働
き
始
め
た
頃
か
ら
、
田

舎
暮
ら
し
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で
自

宅
と
職
場
を
行
き
来
す
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
時
、

「
や
っ
ぱ
り
田
舎
の
方
が
面
白
い
こ
と
が
で
き
そ
う
だ

な
」
と
考
え
、
思
い
切
っ
て
飛
び
込
む
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。
情
報
収
集
し
て
い
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
、

今
庄
宿
に
あ
る「
地
域
ま
る
っ
と
体
感
宿 

玉
村
屋
」
で

す
。
玉
村
屋
に
滞
在
し
た
時
に
感
じ
た「
南
越
前
町
の

空
気
感
」
が
自
分
に
合
っ
た
こ
と
が
移
住
の
決
め
手
で

す
。
直
感
的
な
要
素
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

古
田
隊
員
が
地
域
の
方
々
と
共
に
歩
む

〝
南
越
前
町
の
魅
力
〟
を
紹
介
し
ま
す
。

―
日
ご
ろ
ど
ん
な
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。―

　
ま
ず
は
、
町
を
知
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
、
町
内

至
る
と
こ
ろ
へ
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で
確
認
す
る
こ

と
を
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
訪
れ
た
先
の
情
景
は
、
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も
投
稿
し
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
大
学
生
が
来
町
さ
れ
た
際
に
は
、
私
が

町
の
観
光
施
設
や
名
所
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。
人
に
お

伝
え
す
る
こ
と
で
改
め
て
町
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
も

で
き
、
勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
直
近
で
は
、
南
条
小
学
校
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
お
招
き
い
た
だ
き
、
都
会
で
の
生
活
経
験
の
あ

る
私
が
思
う
南
条
地
区
の
魅
力
を
子
ど
も
達
に
伝
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。―

　
私
だ
け
で
は
な
く
、
移
住
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
移

住
先
で
の「
仕
事
」に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
も
自

分
に
合
っ
た
職
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
か
、
生
活
し
て
い

け
る
だ
け
の
収
入
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
大
き
な
不

安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き

る
よ
う
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り「
仕
事
」を
テ
ー

マ
に
し
た
移
住
促
進
、
関
係
人
口
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
ま
し
た
。

▲イ ンスタ グラ ムの投稿

▲学生に道の駅を案内

▲小学校での授業の様子
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―
町
内
で
魅
力
を
感
じ
た
仕
事
を
教
え
て
下
さ
い
。―

　
林
業
で
す
。
町
の
約
92
％
を
山
林
が
占
め
て
お
り
、

高
齢
化
や
生
活
様
式
の
変
化
か
ら
林
業
の
人
手
不
足
を

伺
い
、
南
条
郡
森
林
組
合
に
話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
山
林
に
入
り
、
林
業
の
現
場
を
見
て
感
じ
た

こ
と
は
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
で
し
た
。
収
入
面
の
安
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ド
ロ
ー
ン
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
Ｉ
Ｔ
技
術
の
活
用
や
、
仕
事
で
習
得
し
た
技

術
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
活
か
せ
る
な
ど
、
田
舎
暮
ら
し
を
求
め
る

移
住
者
に
マ
ッ
チ
し
や
す
い
職
業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

▲林業現場での一枚

▲木が倒れる瞬間

▲

ド ローンを使った

　 測量

▲

GPSで森林の境界

　 を測量

エ
ピ
ソ
ー
ド
１

南
条
郡
森
林
組
合

　
越

　
徹
さ
ん

実
体
験
の
大
切
さ

　
林
業
を
知
る
に
は
、
実
際
に
山
に
入
り
、
自
分
の
体
で
体
験
し
、

山
の
空
気
を
感
じ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
古
田
さ
ん
も
一
緒
に
山

に
入
り
経
験
し
た
こ
と
は
強
み
で
す
よ
。

変
化

　
古
田
さ
ん
と
出
会
い
、
若
い
人
の
考
え
方
や
こ
れ
ま
で
に
な
い

視
点
な
ど
、
こ
ち
ら
が
良
い
刺
激
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

東
京
で
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
に
も
一
緒
に
行
き
、
良
い
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

新
た
な
発
見

　
中
で
も
林
業
を
副
業
で
出
来
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も

ら
い
ま
し
た
。
※
「
半は

ん

農の
う

半は
ん

Ｘ
え
っ
く
す

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
ま

さ
に
こ
れ
か
ら
の
林
業
の
あ
り
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

※ 

小
さ
な
規
模
の
農
業
で
自
分
や
家
族
が
食
べ
る
分
を
自
給
し
な
が

ら
、
残
り
の
時
間
で
自
分
の
好
き
な
仕
事
や
や
り
が
い
を
感
じ
る

別
の
仕
事（
Ｘ
）を
す
る
こ
と
。

　
（
例
）
「
半
農
半
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
、「
半
農
半
ラ
イ
タ
ー
」
な
ど
。

南
越
前
町
の
魅
力

　
南
条
・
今
庄
・
河
野
の
地
域
に
よ
っ
て
山
主
さ
ん
の
考
え
方
、

人
柄
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

に
合
わ
せ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

▲町内産間伐材のオリ ジナルコ ースタ ー

町の方に

聞く ！
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エ
ピ
ソ
ー
ド
２

農
業

　
田
中

　
彦
治
郎
さ
ん

こ
れ
ま
で
の
関
わ
り

　
「
農
業
や
今
庄
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
都
市
部
の
学
生
な
ど
を
畑
に
受
け
入

れ
て
き
ま
し
た
。
南
越
前
町
で
人
と
人
が
知
り
合
い
、
協
力
し
合

え
る
こ
と
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

来
た
人
に
向
け
て

　
集
落
の
活
動
も
含
め
、
あ
り
の
ま
ま
の
田
舎
暮
ら
し
を
見
て
ほ

し
い
で
す
。
農
業
や
田
舎
暮
ら
し
の
厳
し
さ
を
言
い
伝
え
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
で
も
、
来
て
く
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
思
っ
た
よ
り
も
良
い
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
ね
。

相
乗
効
果

　
自
分
が
若
い
人
と
接
す
る
と
元
気
を
も
ら
え
る
し
、
視
野
も
広

が
り
、
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。
農
業
体
験
を
し
た
人
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
り
、
再
び
今
庄
に
来
て
く
れ
た
り
し
た
時
は
嬉
し

い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
思
う
こ
と

　
素
朴
な
人
柄
の
人
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
住
民

自
ら
が
動
か
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
移
住
者
や
若

者
に
対
す
る
地
域
の
理
解
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

▲ハウス内の折り 菜

―
農
業
に
も
触
れ
た
そ
う
で
す
ね
。―

　
こ
れ
ま
で
、
花
ハ
ス
の
収
穫
や
畑
の
手
伝
い
に
行
き

ま
し
た
。
南
越
前
町
に
来
る
ま
で
花
ハ
ス
を
じ
っ
く
り

見
た
こ
と
も
、
野
菜
の
成
長
過
程
を
見
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
お
手
伝
い
を
し
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
物
を
作
る
と
い
ろ
ん
な
人
か
ら
声
が
か
か
る
と
い

う
こ
と
で
す
。「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
芽
、出
た
か
？
」「
こ

れ
ち
ょ
っ
と
食
べ
て
み
る
か
？
」
と
、
町
内
で
は
よ
く

あ
る
光
景
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
農
業
を
通
じ
て
出
会
い
が
増
え
、
新
し
い
人
と
の
関

わ
り
が
増
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
、「
人
と
人
の
助
け
合
い
」

そ
の
も
の
が
町
内
に
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

▲大き な白菜

▲花ハス収穫の様子▲メ ロンの受粉作業

▲彦治郎さ んの

　 ト マト

町の方に

聞く ！
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町の魅力

▲

を伝えて
いる様子

▲ふるさと回帰支援センター・ 東京
　 でのワークショ ッ プの様子

―
ど
の
よ
う
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
か
。―

　
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
に
公
益
社
団
法
人 

ふ
る
さ

と
回
帰
・
移
住
交
流
推
進
機
構
が
運
営
す
る「
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
・
東
京
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設

は
、
全
国
の
地
方
移
住
に
関
す
る
情
報
を
移
住
希
望
者

へ
発
信
し
て
い
る
場
所
で
す
。
こ
の
場
所
で
林
業
と
暮

ら
し
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
町
内
の
暮
ら
し
や
林
業
に
つ
い
て
写

真
や
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
え
て
首
都
圏
の
方
に
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
産
の
間
伐
材
を
そ
の
場
で

削
り
、
木
の
匂
い
を
感
じ
な
が
ら
の
コ
ー
ス
タ
ー
作
り

や
つ
る
し
柿
の
実
食
な
ど
、
五
感
で
南
越
前
町
の
暮
ら

し
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

―
参
加
者
の
反
応
を
教
え
て
下
さ
い
。―

　
南
越
前
町
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
高
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
道
の
駅
や
鉄
道
遺
産
な
ど
の
観
光
名

所
、
つ
る
し
柿
や
甘
露
梅
肉
な
ど
の
特
産
品
を
紹
介
す

る
と
、「
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」、「
自
分
の
店
で

紅
梅
液
を
使
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
と

返
答
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
南
越
前
町
に
触
れ
た
こ

と
が
あ
る
人
は
潜
在
的
に
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
、「
良
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」、「
一
度
行
っ
て
み
た
い

で
す
」と
言
う
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

―
都
会
に
は
な
い
南
越
前
町
の
魅
力
と
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。―

　
日
常
生
活
の
中
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
全
体
の
潮
流
と
し
て
効
率
化
が
進
み
、
買
い
物

一
つ
を
取
っ
て
も
レ
ジ
の
無
人
化
が
進
み
、
店
員
さ
ん

の
い
な
い
ス
ー
パ
ー
が
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
町
内
に
は
個
人
商
店
も
ス
ー
パ
ー
も
両
方
が
あ
り
、

時
と
場
合
に
よ
っ
て
選
択
が
で
き
る
。
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
が
喜
び
だ
と
思
い
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
３

上
山
精
肉
店

　
上
山

　
優
美
さ
ん

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事

　
古
田
さ
ん
が
お
好
み
焼
き
を
作
っ
て
く
れ
て
、
そ
れ
が
凄
く
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
さ
す
が
関
西
出
身
の
人
だ
と
思
い
ま
し
た
。

普
段
の
関
わ
り

　
普
段
、
買
い
物
に
来
て
く
れ
た
時
、
色
々
な
話
が
で
き
る
の
で
、
と
て

も
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

　
若
い
人
や
田
舎
が
好
き
な
人
が
来
て
く
れ
る
と
、
こ
っ
ち
ま
で
明
る
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

嬉
し
か
っ
た
一
言

　
や
っ
ぱ
り「
お
肉
美
味
し
か
っ
た
よ
」
と
か
、
町
外
か
ら
来
た
人
に「
良

い
町
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
南
越
前
町
は
良
い
と
こ
な
ん
や
な
」
と

改
め
て
思
え
ま
す
。

南
越
前
町
の
魅
力

　
人
が
親
切
。
店
の
前
を
よ
く
観
光
客
が
通
り
ま
す
が
、
道
案
内
し
た
り
、

雨
が
降
っ
た
時
に
傘
を
貸
し
た
り
し
て
い
る
近
所
の
人
も
い
ま
す
。
み
ん

な
良
い
人
で
す
。

▲お裾分けの南京の煮物と 牛スジ、 柿

町の方に

聞く ！



特集

7 2 0 2 5 年 1 2 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田です。 秋が足早に過ぎて、 冬

の足音が聞こ えてく る日々ですが、皆さ ま、元気でお過ごし でし ょ う か。

　 今回は特集と いう こ と で紙面を 頂戴し 、 こ れまでの活動を 振り 返り 、

全体像を 明ら かにする よ う な記事を 広報担当者と 打ち 合わせを 重ねて

書いていただき まし た。

　 正直、 就任当初は「 何し たら ええんやろ…」と 不安の方が強かっ たので

すが、 地域の方々、 福井県庁や外部の団体の方々、 役場の

方々に支えていただきながら 、 なんと かやっ てこ れまし た。

　 特集記事の作成にあたっ て、 日頃から お世話になっ て

いる 方々にイ ン タ ビ ュ ーを さ せていただいたのですが、

どなたにイ ン タ ビ ュ ーを お願いする かを 考えた時、 日々

お世話になっ ている 方々のお顔が次々と 浮かんでき て「 たく さ んの方々

に支えていただいている んやな〜」と 、 と ても 嬉し い気持ち になり まし

た。 活動を 通し て出会っ た方々と

の何気ない会話や笑顔が、 何よ り

の励みになっ ています。 地域おこ し 協力隊の活動は、 地域の人と 一緒に

作っ ていく も のだと 日々実感し ています。

　 こ う し て皆さ まに支えら れながら 、 林業体験を 皮切り に、 移住フ ェ ア

の出展、 ふるさ と 回帰支援セン タ ーでのイ ベン ト 開催、 林業体験プラ ン

の企画を はじ め、 様々な機会を いただき 、 幅広い活動ができ ていま す。

本当に感謝の気持ちでいっ ぱいです。

　 今後は、 現在の方向性を 大切にし ながら、 林業に限ら ず、 町の魅力を

広く 伝えていき たいと 思っ ています。 自然や人のあたたかさ 、 暮ら し の豊かさ を、 体験を 通じ て感じ ても ら え

る よう な取り 組みを 少し ずつ形にし ていけたら と 考えています。

　 そし て、南越前町を 気に入っ て訪れてく ださ る方が増えるこ と で、こ の町に暮ら す住民の皆さ まが「 う ちの町っ

ていいな」と 改めて思っ ていただけたら 何より 嬉し いです。

　 残り １ 年半の任期も 引き 続き 頑張っ ていき ますので、 今後と も よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

四季を感じ ら れる こ の町が好き です

▲こ れから も 頑張っ ていき ます！

海の美し さ にも 感動し ます

―
最
後
に
町
民
の
方
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。―

　
人
と
接
し
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
人
の
温
か

さ
に
触
れ
る
生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
こ
の
町

の
魅
力
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も

〝
わ
が
町
の
魅
力
〟や
良
さ
を
実
感
し
、
自
信
や
誇
り
を

さ
ら
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
通
じ
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲県内のシンポジウムでも 成果を報告

▲暮ら し の魅力を伝えるよう 心がけています



182 0 2 6 年 1 月号

南越前町の風、 東京へ。

まちみらいチャレンジ20 25  活動経過

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 新年あけまし ておめでと う ございます。 地域おこし 協力隊の古田です。

　 先ず、 先月号の特集について、 多く の反響を いただき 、 あり がと う

ございまし た。 たく さ んの方々にお声掛けいただき 、 皆さ まが協力隊

の活動や南越前町のこ れから を 真剣に考えていら っ し ゃ る と いう こ と

を ひし ひし と 感じ 、 私自身、 大き な励みになり まし た。

　 さ て、 少し 前のお話にな り ま すが、 昨年 1 1 月は、 都市部にて PR

の機会を たく さ んいただき まし た。 1 1 月 2 3 日（ 日・ 祝）は東京ビッ グサイ ト で開催さ れた移住

フ ェ アに、 2 9 日（ 土）には仲倉町長のご友人にご紹介いただき 、 大阪の摂南大学で開催さ れたビ

ジネス交流会に参加し てき まし た。

　 東京での移住フ ェ アでは、 南越前町や地域おこ し 協力隊の活動に興味を 持っ てく ださ っ た方

に 2 時間近く 説明を さ せていただき 、 町の魅力から 協力隊活動ま で、 詳細に

話し 込んでき まし た。

　 また、 大阪でのビジネス交流会では、 多く の

企業の方々と 接点が生まれまし た。 どなたも 、

地方におけるビジネスの可能性に大きな関心を

持たれており「 一度、 南越前町を 訪れて、 どの

よう な可能性があるのかを実際に見てみたい」と いっ たご意見をいただく など、 都

市部の方々から の地方に対する関心の高さ を改めて実感する機会と なり まし た。

　 一方で、 私と し ては「 誰でも いいから 来てほし い」と は考えていません。 南越前町に住む皆さ まが「 来てく れて

よ かっ た」と 思えるよう な方々に来ていただく こ と が何より 大切だと 考えています。

　 こ れから も ご縁を 大切にし ながら 、 引き 続き 頑張っ ていき ます。 本年も どう ぞよろ し く お願いし ます。

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

東京ビッ ク サイト での移住フェ ア

摂南大学でのビジネス交流会

　 町では令和５ 年から「 明治大学政治経済学部奥山雅之ゼミ ナール」と 連携協定を 締結し 、 まち みら いチャ レ ン

ジ事業に取り 組んでいます。 こ の事業は、 学生の「 学びの場の確保」、 時代に即し た柔軟かつ多様な「 地域の活性

化につながる挑戦」を 支援し 、地域に貢献でき る人材の育成および地域の活性化を 図るこ と を 目的と し ています。

　 今年度、1 1 月 9 日（ 日）には東京都台東区浅草にある地域の暮ら し に触れるこ と ができ るアンテナショ ッ プ「 ち

いき と 」で、 今庄つるし 柿を 題材にし たワーク ショ ッ プイ ベント が開催さ れまし た。 同月 3 0 日（ 日）には、 昭和

会館で開催さ れた今庄つるし 柿フ ェ スタ に明治大学生が携わり まし た。

ワーク ショ ッ プイ ベント

　 当日は、 外国人の方を 含む 1 0 名の方が参加し 、 今庄つるし 柿

の歴史や製造工程を 紹介する 映像の上映、 試食会、 南越前町に

関する ク イ ズの企画など を 通じ て町の魅力発信、 PR が行われま

し た。 ま た、「 ち いき と 」において、 蓮の実入り の生羽二重餅や

今庄そばっ こ 、 黄金の梅ジャ ムなど の特産品５ 品を ２ 週間販売

さ れまし た。

今庄つるし 柿フ ェ スタ での活動

　 明治大学生たち は、 今庄つるし 柿フ ェ スタ での「 今庄つるし 柿

ちょ っ ぴり 体験」ブースの運営に携わり まし た。 当日は、 体験希望

者の呼び込みや、 受付、 誘導などの役割を 担い、 来場者や今庄つ

るし 柿生産者と 触れ合いまし た。 実際に南越前町を 訪れて、 町の

空気を感じ 、 地域の方々と の交流を深める機会と なり まし た。

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 07 78 －4 7－8 01 3

ワークショ ップの様子 特産品販売ブース

つるし 柿フェスタの様子



162 0 2 6 年 2 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにち は！地域おこ し 協力隊の古田で す。 新年を 迎え、 早く も  

１ か月が過ぎよう と し ていますが、 皆さ ま元気でお過ごし でし ょ う か。

　 私の方は先日、 福井県庁の方々にお声かけいただき 、 東京・ 南青山

にて開催さ れた「 FU KU I SHIFT vo l.1  移動多めで生き る 人たち のリ ア

ル」と いう イ ベント に登壇し てき まし た。

　 こ のイ ベン ト は福井と 首都圏を 行き 来する 二拠点居住の実践例を 紹

介するも ので、 福井県主催で開催さ れまし た。

　 当日は、 東京と 静岡県東伊豆町の二拠点居住を 実践する 経営者、 都

内で複数のコ ワーキング施設を 運営する 若手経営者、 東京と 福井の二

拠点居住を ５ 年以上実践し ている デザイ ン 事務所の経営者など様々な

立場の方が登壇し 、 二拠点居住のリ ア ルや注意点な

どが語ら れまし た。

　 私から は、 こ れま での活動内容を 基に、 南越前町

での二拠点居住を 見据えた具体的なお話を さ せていただき まし た。

　 参加者の皆さ んから は「 福井と の具体的な関わり 方のイ メ ージができ た」「 い

つかは福井に帰り たいと 思っ ていたが、 二拠点居住と いう 関わり 方があっ たん

ですね」と いっ た感想が聞かれまし た。

　 今回はいつも と は違う 切り 口で、 現場代表と し ての登壇と なっ たのでプレ ッ シャ ーも あり まし たが、 その分

深く 、 南越前町、 ひいては福井県の魅力を 伝えるこ と ができ たと 感じ ています。

　 まも なく 就任し て２ 年になり ますが、 活動の幅が広がっ てき ており 、 町に興味を も っ て関わり たいと 声を か

けてく ださ る 方々が着実に増えていっ ている と 感じ ています。 こ の調子で引き 続き 頑張っ ていき ますので、 応

援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

福井への関心の高さ を実感し まし た

現場のリアルをお伝えしました

統 計 調 査 登録調査員募集

　 統計調査活動にご協力いただける登録調査員を 募集し ています。

　 統計調査は防災計画や住みよ いまち づく り など、 様々な場面で活用さ れており 、 登録調査員はそれを 支える

なく てはなら ない存在です。 登録調査員は非常勤で、 未経験者向けの研修も あり 、 初めて登録する 方も 安心し

て活動ができ ます。 なお、 活動に応じ て調査員報酬があり ます。

応募条件　 ①　 原則、 2 0 歳以上の方

　 　 　 　 　 ②　 責任を 持っ て調査事務を 遂行でき る方

　 　 　 　 　 ③　 秘密の保護などに関し 、 十分理解し 遵守でき る方

　 　 　 　 　 ④　 警察、 税務および選挙に直接関係のない方

　 　 　 　 　 ⑤　  拘禁刑以上の刑に処せら れていない方

　 　 　 　 　 　 　（ その刑の執行が終わっ た者および執行を受けるこ と がなく なっ た者を含む）

　 　 　 　 　 ⑥　 そのほか調査期間中の調査活動に支障がない方

応募締切　 ２ 月 2 7 日（ 金）

登 録 日　 ４ 月１ 日（ 水）

有効期間　 ２ 年間（ ただし 、 登録取消し の申出がない場合は更新さ せていただき ます）

応募方法　 町ホームページ掲載の「 統計調査員登録申請書」と「 意向確認書」をご記入の上、総務課に提出し てく ださ い。

■提出先・ 問合せ　 総務課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 0 0

町ホームページ

【 令和 8 年度実施予定の統計調査】

●経済センサス活動調査

活動期間： 4 月から 6 月頃まで

活動内容：  事務説明会出席、 調査、

　 　 　 　 　 調査資料の整理や提出など



102 0 2 6 年 3 月号

地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　 こ んにちは！地域おこし 協力隊の古田です。 寒さ の中にも 少し ずつ春の

気配を感じ る日々ですが、 皆さ ま元気でお過ごし でし ょ う か。 いつもは仕

事の話題が多いので、 今回は暮らし のこと について書きたいと 思います。

　 今年は、 私が南越前町に来て以来、 最も 雪の洗礼を 受けた年と なり

まし た。 特に１ 月下旬にかけて、 雪が降り 続いた時はかなり ド キド キ

し まし た。 国道、 鉄道が止まっ たこ と で、 関西方面と の往来が出来なく なり 、

屋根の雪はどんど ん積も り 、 車も 雪で埋まり …こ のまま降り 続けたら ど う なる んだろ う と、 不

安な気持ちになり まし た。「 道も 車も 雪で埋まっ て、 買い物行けなく なっ たら 俺、 餓え死にする

んちゃ う か…」と 本気で思いまし たね。

　 幸い、 し ばら く すると 雪は止み、 ご近所さ んから も「 こ れく ら いやっ たら 、 大し たこ と ないわ

〜」と 声を かけていただいたので、 安心し まし た。 ただ、 朝の出勤前に、 車に積も っ た雪を おろ

し 、 道路までの雪を かく 作業は「 マジで、 勘弁し てく れ…」と 思いまし た。

　 一方で、 この寒さ や雪がこの町の美味し い水や米、 野菜などを育み、 春の美し

い景色を作っているのだと 思う と 、そんなに悪いも のでも ないのかなと 思います。

降雪が落ち着いてく ると 、 皆さ ま家から 出てこら れ、「 降ったね〜」と 声をかけ合

いながら 、 除雪をする様子がと ても 好きです。 私も その輪に混ざり ながら 、 一緒

に作業をし ていると 、 雪国なら ではの人と のつながり を感じ ら れます。

　 私はこ れまで、 ずっ と 雪のない地域で暮らし てきたので、 毎年雪が降ると 戸

惑っ てし まいますが、ちょ っと ずつ楽し めるよう にも なっ てきたと 感じ ています。

　 そし て雪も 含め、 こ の町で暮ら し 、 体感し たこ と を あり のままに町外の方々にお伝えするこ と で 、「 雪国の暮

ら し はこ う いう こ と 」、「 楽し いこ と も 大変なこ と も 両方ある」と 納得さ れた方々に来ていただく こ と が、 南越前

町の発展につながっ ていく と 考えています。

　 任期残すと こ ろ あと １ 年と なり まし たが、 町に関わる 人を 増やし ていける よ う 、 最後まで駆け抜けたいと 思

います。 引き 続き 応援よろ し く お願いし ます！

■問合せ　 観光まちづく り 課　 ☎ 0 7 7 8 －4 7 －8 0 1 3

インスタ グラム

こ んな景色も 雪国の醍醐味です

〈 8： 0 0 ～2 0： 0 0 〉

　 南越前町山海里写真コ ン テスト は、南越前町の風

景や人物、イ ベント などを 題材と し た写真を 広く 募

集し ており 、「 花はすモデルの部」に19 名の方から 5 6

作品を 応募いただき まし た。厳正なる 審査の結果、

南越前町長賞や南越前町観光連盟賞など、８ 作品の

受賞が決定し まし た。そのう ち、４ 作品をご紹介し ます。

「 涼し げな、、、」 渡辺修一（ 鯖江市） 「 まなざし 」 竹内進（ 福井市）

■問合せ  （ 一社）南越前町観光連盟  ☎07 7 8－4 7 －3 4 14

「 美し く 咲く 」 永見典嗣（ 越前市）

第 2 1 回

南越前町山海里コ ンテスト

花はすモデルの部

「 花はすと 美女」 三浦 之（ 久喜）

町　 内

受賞者

▲こ ちら は有料広告欄です
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地域おこし
協力隊
ＮＥＷＳ

　２月 16日付けで、地域おこし協力隊１名が着任しました。

牧
まき

野
の

 友
ゆう

輔
すけ
（39歳）

プロフィール
　福井県坂井市出身。愛知県の大学を卒業後、これまで一つの
業界や職場にとらわれず社会人経験を重ねてきました。趣味は
モルックで、幅広い年代の方々と交流しながら楽しんできました。

活 動 内 容
　住まいを中心とした移住促進に関わる業務に取り組みます。
活動の抱負
　南越前町には、昔ながらの“温かいおせっかい”が残っていると聞き、心が動かされました。
　私が暮らしてきた地域では、地域のつながりが薄れていると感じることが多く、南越前町の皆さまの温かさ
に触れられることを楽しみにしています。
　これから皆さまとの交流や対話を通じて、南越前町ならではの魅力や温かさを体感し、町外をはじめとした
多くの方々に広めていきたいと考えています。

　こんにちは！地域おこし協力隊の古田です。暖かくなり春本番を迎えようという日々です
が皆さまお元気でお過ごしでしょうか。
　先日、「南条の魅力を発信しよう」という発表会にお招きいた
だきました。この発表会は、南条小学校６年生の皆さまが、ふ
るさとの課題を知り、解決策を提案するというものです。学ん
だ情報をただまとめるだけではなく、皆さまが感じたことが提
案に盛り込まれていて、本当に感動しました。
　そして、発表を聞く中で、私自身も地域愛を言葉にするとこ
ろから逃げていてはいけないなと強く感じたので、ここでお話
しさせていただこうと思います。
　私は大阪で生まれ育ちました。今でも大阪のことが好きです

し、大阪で道を聞かれたりすると、つい
丁寧に案内してしまうのも「大阪の印象が
少しでも良くなったらええな」という気持ちがあるからです。では、そ
の「好き」はどこから来ているのでしょうか。
　考えてみると、よく通った店があり、顔の浮かぶ友人がいて、自分
の思い出がいくつも積み重なっている。そんな「自分の物語」が、その
町と結びついているからではないかと思います。
　ご縁があって南越前町に来て早５年目、同じように少しずつ顔の浮
かぶ人が増えてきました。ある日、越前市の園芸店の方に「南越前町は
ええ町や。みんな穏やかで優しい。あんた、ええとこ選んだな」と言っ

ていただいたことがあります。その言葉を聞いたとき、私はとても嬉しくなりました。
　「穏やかで優しい町」。それがこの町のアイデンティティの一つなのかもしれない、と感じたからです。そし
て同時に、自分もその一部になれているだろうか、と少し背筋が伸びる思いもしました。
　地域への愛着は、生まれ育った場所だから自然に生まれるものだけではなく、関わった分だけ少しずつ育っ
ていくものなのかもしれません。
　みなさんは、この町のことをどう思っていますか。そして、この町はどんな町であってほしいと感じていま
すか。もし、この町が「穏やかで優しい町」だとしたら、私もその一部でありたい。そのためにできることを１
つずつ重ねていきたいと思います。
■問合せ　観光まちづくり課（４月１日～みらい創造課）　☎ 0778－47－8013

インスタグラム

６年生の皆さまによるポスター（１）

６年生の皆さまによるポスター（２）


